
学び舎通信 町内小中学校の情報を
毎月お届けします

心
に
届
け
！
私
た
ち
の
あ
い
さ
つ

　
大
河
原
小
学
校
で
は
、
「
立
ち
止
ま
っ

て
、
相
手
の
顔
を
見
て
、
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
」
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
い
さ
つ
の
仕
方
に
は
、
こ
ん
な
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
立
ち
止
ま
る
こ
と
で
、
相
手
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
を
表
す
。
顔
を
見
て
あ
い
さ

つ
す
る
こ
と
で
、
心
が
通
い
合
う
。
笑
顔

を
添
え
る
こ
と
で
、
相
手
も
笑
顔
に
な
り
、

温
か
な
交
流
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

あ
い
さ
つ
が
、
学
校
全
体
の
雰
囲
気
を
明

る
く
し
、
友
達
や
先
生
、
地
域
の
方
々
と

の
絆
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
例
え
ば
、
３
年
生
の
児
童
は
、
「
み
ん

な
で
あ
い
さ
つ

　
み
ん
な
が
え
が
お
」
と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
「
あ
い
さ
つ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
と
称
し
、
学
校
中
に
元
気
な
あ

い
さ
つ
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

週
末
に
は
毎
週
、
「
今
週
の
あ
い
さ
つ
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
が
選
ば
れ
、
あ
い
さ
つ
の
襷

た
す
き

が
つ
な
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
見

守
り
隊
の
方
々
か
ら
児
童
の
登
下
校
の
安

全
だ
け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
気

持
ち
良
さ
も
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
大
河
原

小
学
校
は
「
心
の
教
育
」
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
温
か
な
学
校

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
24
日
、
秋
晴
れ
の
下
、
１
年
生
か

ら
４
年
生
の
児
童
が
長
距
離
を
走
り
抜

く
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
以

下
、
ラ
ン
フ
ェ
ス
。
)
」
を
開
催
し
ま
し
た

(
５
・
６
年
生
の
児
童
は
、
一
週
間
後
に
開

催
さ
れ
る
町
立
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
に

参
加
)
。

　
本
校
の
ラ
ン
フ
ェ
ス
に
は
、
２
種
類
の

部
門
を
設
け
て
い
ま
す
。
１
つ
目
は
、
決

め
ら
れ
た
時
間
(
低
学
年
は
３
分
、
中
学

年
は
５
分
)
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
走
り
抜

く
「
時
間
走
部
門
」
。
２
つ
目
は
、
決
め

ら
れ
た
コ
ー
ス
(
低
学
年
は
８
０
０
メ
ー

ト
ル
、
中
学
年
は
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
)

を
よ
り
速
い
タ
イ
ム
を
目
指
し
走
り
切
る

「
距
離
走
部
門
」
で
す
。
児
童
は
、
自
分

で
参
加
部
門
を
選
択
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
向
け
て
体
育
の
時
間
や
休
み
時
間
に

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ

金
ケ
瀬
小
学
校

大
河
原
小
学
校

さ
っ
た
お
家
の
方
々
や
地
域
の
方
々
、
友

達
の
声
援
を
受
け
て
、
最
後
ま
で
全
力
で

走
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

し
た
児
童
の
顔
に
は
充
実
感
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

school　news

▲ 見守り隊の皆さんとの顔合わせ式

問合先　子ども家庭課　母子保健係 (3 階②番窓口 )　☎ ０２２４－５３－２２５１

本町では今年度から、
乳幼児健康診査・相談事業で親子ふれあい体操 を実施しています！

親子親子ののふれあい遊びふれあい遊びを取り 入れ、を取り 入れ、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　心心もも体体ももリ ラ ッ ク スリ ラ ッ ク ス

親子でふれあう こ と の効果親子でふれあう こ と の効果
子どもはお母さん、お父さんと直接触れ合って遊ぶことを通して、人と心が通い合う喜び

を感じます。お互いに目を合わせたり、やりとりをするなかで、安心感を持ち、感情表現も豊

かになっていきます。そして自ら積極的に関わりを求めるようになります。

　このような大人とのやりとり、その心地よさが、人に対する信頼感の育ちにつながり、コミュ

ニケーションの土台になります。

　また、お母さん、お父さんから愛され、受け入れられ、認められていることも実感します。

　それによって、“自分には価値があって大切な存在なんだ”という自分を認める気持ち、つ

まり「自己肯定感」を育んでいきます。これから長い人生を生きていく子どもにとって、

大切な糧になります。

　お母さん、お父さんは、育児、家事、仕事ととても忙しい毎日を過ごしていると思います。

　親子がふれあうことで互いの心が満たされ、ストレス解消やリラックス効果につなが

ります。時間のない時やお子さんが遊びを嫌がるときは、ぎゅっと抱きしめるだけでも十分な

ふれあいになります。

　ぜひ、生活の中に取り入れてみてください。

hea lth ca re


